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６．４ 引用特許分析 

 Patent Web のデータを利用して対象特許が他の特許の審査の引用（引例）として利用されている状況

を，出願人ごと，発行年ごとに集計した表として作成できます。やり方は，（１）明細書の表示出力か

ら行なう方法と，（２）特許番号入力から行なう方法（⇒52 頁）の二つがあります。 

 

（１）明細書の表示出力を利用 

 

ＵＳＰ明細書を表示させ，これを加工して，

対象特許が他の特許の審査の引用（引例）

として利用されている状況を分析表を作

成します｡ 

 

検索回答リストで，引用分析をしたい特許

をクリックします｡ 

 

 

 

 

 

 

明細書のテキストデータが表示されます｡ 

 

 

 

 

 

スクロールして下の方を見ると，この特許

の審査で引用している特許が「Patent 

Cited」として，また，この特許を審査で

引用している特許が「Patents Citing this 

One」として表示されています。 

 

これから以降は２つのやり方があります。 

(1)ＳＧshot を立ち上げて［IE/OK］をクリ

ックする。（49 頁以降に説明） 

(2)上記が動かないとき，ソース表示して

ＳＧshot を適用する。 

 

 以下，(2)のやり方を説明します。 

まず，左画面で，［表示］－［ソース］を

クリックしてください｡ 
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ＨＴＭＬ文のソースデータが表示

されます｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで，［編集］－［すべて選択］

を選びます｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に［コピー］を選びます｡ 

 

（これで，ソース表示の内容がクリ

ップボードにコピーされます｡） 
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「SGshot」を立ち上げます｡ 

明細書のデータを保存するフォルダを決めて，

（ソース表示の場合は）次に［CB/OK］のボタ

ンをクリックします｡ 

※ソース表示しない場合は，［IE/OK］をクリ

ックします。 

 

明細書データを保存するファイル名称の確認

が表示されますので，必要があれば変更して

［ＯＫ］をクリックします｡ 

 

「処理の選択」で，大きく 2つの選

択ができます。 

①被引用回数・・・対象特許の被引

用回数を表示します。（複数件を処理

するとき，特に有益です。1件だけの処理

では価値がお分かりいただけないと思い

ます。） 

②HTML 形式番号・・・分析表を HTML

形式で作成します。分析表は，次頁

に示すような引用特許の発行年ご

とに，件数の多い出願人順に特許番

号を並べたものです。 

ここで，いくつかのオプションが選べます。 

・高速処理･･･PatentWeb サーバからデータを取り出す処理を平行して高速に処理します。パソコンの環

境によりこれが使えない場合はチェックを外す必要があります。 

・出願人集計･･･このチェックを外すと，出願人ごとの集計が表示されず，発行年ごとの件数だけが見

られます。 

・蓄積データで同一出願人を判断･･･以下の分析の途中で，名称の似た出願人を同じとするかどうか問

い合わせがありますが，これを保存しておいて，以後の分析でそれを使うかどうかの選択ができます。

チェックを外せば，毎回の分析で，利用者が新たに，類似名称について判断をする必要があります。 

・筆頭出願人のみ･･･出願人が複数いる特許で筆頭だけにするかどうかの選択が行えます。 

・上位出願人･･･分析表に出す出願人の数を指定できます。 

・Cited Patent コメント･･･対象特許の引用特許に出願人名を入力できます。普通は使う必要は少ない

と思われます。（⇒詳細は，50 頁の※発展利用） 

・ファイル名･･･分析表の名称です。変更可能

です。 

・見出し･･･分析表の見出しです。変更可能で

す。 

［ＯＫ］をクリックすると分析を始めます。 

 

この分析途中で，左図のように同じ出願人

としてよいかどうか，問い合わせのある場合
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があります。それは，出願人名称の先頭１ワードが同じだが，それ以下が一致しない場合，聞いてくる

ものです。ここで下記の指示が利用できます。 

以後，チェック不要･･･クリックすると，これ以降は出願人が類似かどうかの問い合わせをしない。 

引用回数のみに変更･･･クリックすると，出願人ごとの集計をやめる。 

同じと認める･･･既にある名称の統一する。 

こちらを新名称とする･･･新名称に統一する。 

違う出願人とする･･･新しい名称を，新しい出願人として集計する。 

注意事項； 

・出願人がない個人出願の場合は「Not available」となり，違う人も一緒にまとめられる｡ 

・International Business Machines をＩＢＭに統一など，若干の企業名を変更している。 

 

 

出来上がった分析表（ＨＴＭＬ形式表示） 

 横に発行年，縦に出願人となっており，該当の欄に特許番号を表示します。特許番号にはリンクが付

いており，クリックすると USPTO から明細書を表示できます。 

 表の上部には，対象の特許番号，権利社名，特許の名称および，この特許の審査で引用した番号（Cited 

Patent）が表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左図は，特許番号をクリックして，

USPTO にリンクして，明細書を表示し

たものです。EP，PCT 特許などは

Espacenet にリンクして表示します。 

 日本特許は USP 引例に書かれる番号

フォーマットが一定していないので，

注意が必要です。 
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※発展利用 

処理形式の問合せ画面で「Cited Patent コメント」にチェックを付けておくと，Cited Patent の処理

の時点で問い合わせが表示され，事前に出願人名などを調べておけばそれらを入力できます。 

（MicroPatent/PatentWeb の出力に，対象特許の引用特許（Cited Patent）には出願人の名称が無いの

でそれを手で追加入力するものです） 

 

 

右上のような問い合わせが表示されるので，出願人名などを入力してください。 

これを順次入力して完了すると，Cited Patent の後のカッコ内にその入力データが表示されます。 
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６．４ （２）特許番号から行なう引用特許分析 

 

 ＵＳ特許番号を元にして，その特許がその後の審査に引用されている状況を分析できます。この方法

では複数の特許番号を対象にすることができます。（なお，ここでは 6.4（1）と異なる部分のみ説明し

ます。） 

 

 まず，特許番号リストをコピーしておき，SGshot を立

ち上げ，［ＣＢ／ＯＫ］をクリックします。（SGshot を立

ち上げ後，番号を入力することも出来ます。） 

 

利用可能な特許番号リストは，Word や Excel に書かれた

ものや，Patent Web の検索後，［Create Report - List］

や［Create Report - Bibliographic］機能によるリス

トなど様々なものが利用できます。 

番号は全角でもかまいません。番号だけでなく題名などを含んで

いてもかまいません。ただし，ＵＳが先頭に付いていることが必

須です。7桁の数字は全て対象の特許番号とみなされます。 

 

SGshot の先頭画面で［ＣＢ／ＯＫ］をクリックすると

「業務選択画面」が表示されますので，３をクリック

してください。 

 

 

 

 

 

「３．被引用特許分析」の案内画面が表

示されます。 

「対象特許」欄に，コピーしておいた特

許が切り出されていることを確認して

ください。なお，この欄で特許番号の入

力や変更も可能です。 

「入力データの選択」では，「番号入力」

が自動的に選択されていますが，確認し

てください。 

 

「処理の選択」では，「HTML 形式番号」と「被引用特許」を選択できます。 

「HTML 形式番号」は，50 頁のような分析表を作成するもので，47 頁以降の（１）で詳しく説明してあ

ります。 

「被引用回数」は，入力した対象特許の被引用回数だけを調べるものです。多くの特許を対象に行うよ

うな場合に特に役立つと思われます。（⇒詳細は，54 頁） 

なお，コピーしておいた特許番号が 10 件以下ならば「HTML 形式番号」が選択されていますが，11 件以

上の場合には「被引用回数」が選択されるようになっています。変更は可能です。 

US5001002 US5002003 

ＵＳ５００４００５ 

US5006007 motor cooling 
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ファイル名称は，CT の後に先頭の特許番号を書いてあります。問題なければ，［ＯＫ］をクリックして

ください。 

 

 

 Patent Web サーバからデータを読み込むために必要なユーザ

ID とパスワードを，案内にそって入力してください。 

なお，IP アドレス認証で Patent Web に接続可能な契約の場合は

この画面は出ません。 

 

 

 

指定した特許番号の引用データを読み

込む間，左のように進行状況が表示され

ます。 

 

読込み後に，同一出願人かどうかの判定

などの部分は，47 頁以降の６．４（１）

をご覧ください。 

 

 

 下図は分析の一例です。ある検索による 1990 年登録の 10 件の分析結果です。対象特許に 10 件の番

号が示され，/Cited Patent 以降にこれらの特許の審査で引用した特許の全体が書かれています。表内

にはこれらの 10 件が引用されている特許が，発行年ごと，件数の多い出願人順にまとめられています。 

この表から例えば以下のことが分かります。 

・1992～1996 年頃までは Sharp の特許に数多く引用され，その後ほとんどなくなっています。 

・1997 年以降は Semicon. Energy Laboratory の特許に非常に多く引用されています。 

  

注意・・・対象とする複数の特許は数年（好ましくは 1，2 年）以内に登録になったものがいいようで

す。登録年が広い範囲になると，正確な傾向がわかりにくくなります。 
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被引用回数の分析 

 

「処理の選択」画面で「被引用回数」を選択すると，対象とする特許の被引用回数だけを調べること

ができます。これにより，例えば，ある会社のある年に登録された全ＵＳＰの中で，被引用の多い特許

をピックアップするようなことに利用可能です。 

  

検索して特許番号の集合を作ります。 

この番号部分を含むようにマウスで選択

して，コピーします。 

 

ＳＧshot を立ち上げ，［CB/OK］をクリッ

クします。 

 

業務選択画面で「３．被引用特許分析」

をクリックします。 

 

11 件以上ですから，左画面の「処理の選

択」では，自動的に「被引用回数」が選

択されています。処理に当たっていくつ

かのオプションが選択できます。 

番号リスト･･･被引用回数の多い順に

HTML 形式の番号リストを作成します。 

HPリンク･･･上記の表で特許番号はUSPTO

にハイパーリンクを付けられます。 

出願人･･･表に出願人を出すかどうか。 

IPC･･･ 表に IPC をだすかどうか。 

題名･･･表に各特許の題名をだすかどうか。 

出願人集計･･･出願人ごとの集計をするかどうか。チェックすると 50 頁のような分析表も作成する。被

引用回数の分析では，最初，これにはチェ

ックが付いていない。 

 

左は50件中7件目の問い合わせを送信し，

1 件のデータを読み込んでいるところで

す。 

 

 

 

データ読込みが終わり，分析が終わる

と，いくつかの表が表示されます。 

 左は発行年ごとの被引用件数です。 
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左は，被引用回数の多い順に特許番号

や題名などが HTML 形式で作成された

リストです。 

 

 

 

 

 

 

 

左は，番号順に特許番号や題名などが

Excel 形式で作成されたリストです。 

 

 

 

 

 

 

 

左は，被引用回数の多い順に特許番

号や題名などが Excel 形式で作成さ

れたリストです。 
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６．５ ファミリー特許監視 

 Patent Web により番号指定で検索を行い，ファミリー特許番号を出力することで，特許の各国での公

開，登録状況の監視を行うことができます。 

 ところが，Patent Web の出力ではファミーリ特許番号が並んでいるだけなので，ファミリー特許が多

くなった場合や，監視をしたい特許が多くなった場合には，新しい番号を見つけるのは大変な作業にな

ります。 

 ［SGshot］では，Patent Web の出力データを前回の出力と比較処理して，新たな特許番号があった場

合に，分かりやすい報告書を作成します。 

まず，下記に例示するようなフォーマットでファミリー特許を監視したい番号などを記録したファイ

ルを作成します。 

区切りは半角カンマです。①受付け番号，②特許番号，③依頼者名，④受付日など，⑤Email 宛先 

①～④までは，作成される報告書に記載されますが，⑤はオペレータが報告書を送信するときに利用し

ます。ファイルはテキスト形式とし，名称は何でも良いですが「Fam 監視台帳.txt」などが良いでしょ

う。 

 

 

 

 

 

 Patent Web につないで準備した特許

番号で検索します。 

注．「Year to Search」は［All］にする

などで，検索する特許番号を含む発行年

にしておくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 検索が済んで特許リストが表示さ

れたら，全件を選択状態（□にチェッ

クを付け）にし，次に[Choose an 

action]で[Family Report]を指示し，

［Execute the following］で実行し

ます。 
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ファミリー特許出力の内容を［Complete 

Family Report］と指示し，［Submit］をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファミリー特許監視の特許番号

ごとに，その特許のファミリー特

許番号が表示さます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツールバーの［表示］－［ソース

表示］でソースを表示させ，さら

にその画面のツールバーの［編

集］－［すべて選択］とし，続い

て［編集］－［コピー］を選択し

ます。 

 

（これでソースデータがクリッ

プボードにコピーされた状態に

なります） 
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 次に「SGshot」を立上げ，［CB/OK］

をクリックします。 

 

「Patent Webファミリー特許監視サ

ービス」が表示されたら［ＯＫ］を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 「ファミリー特許監視／ファイル選

択」で各種のファイル名などを指定し

ます。 

←ファミリー特許監視の特許番号な

どのファイル 

←前回のファミリー特許出力データ

のファイル。（報告書ではない） 

←今回のファミリー特許出力データ

を入れるファイル。年月などを含んだ

名称にするのが良い。次回はこれが前

回のファイルになる。 

作成される報告書に書かれる発信元

の名称。 

 

 

 

 

処理が終了したら「今回のデ

ータを保存するファイル」の

名称から拡張子を除いたファ

ルダが新たに作成され，そこ

にいくつかのファイルが作成

されています。 

 

kiroku.txt はファミリー特許

監視を行った結果が記録され

ています。「◎あり」は新たな

ファミリー特許番号のあった

ものであり，報告書ファイルが作成されています。「なし」の特許はファイルは作成されません。 
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報告書ファイルは，HTML 形式

で作成されます。 

 

 

 

←上部に，ファミリー特許監

視の特許が記載されます。 

←ファミリー特許監視を登録

した最初のときはこのように，

全ファミリー特許番号を記載

した報告書が作られます。 

 

 

 

 

 

 

２回目以降は，新しいファミリー特

許番号が出たときのみ，その番号を

大きく朱記した報告書が作られま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


